
　

第
49
回
広
島
県

知
的
障
害
者
福
祉

大
会
は
、
令
和
６

年
（
２
０
２
４
）

11
月
17
日
（
日
）
、

18
年
振
り
に
廿
日
市
市
の
「
は
つ
か
い
ち

文
化
ホ
ー
ル
ウ
ッ
ド
ワ
ン
さ
く
ら
ぴ
あ
」
を

会
場
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
県
大
会
は
、
県
西
部
圏
域
の
廿

日
市
市
・
お
お
の
・
大
竹
市
の
３
育
成
会

が
共
催
で
開
催
す
る
も
の
で
、
大
会
メ
イ

ン
テ
ー
マ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
〝
絆
〟
を
、

市
域
を
超
え
て
つ
な
ぐ
大
会
で
も
あ
り
ま

す
。

　

私
は
３
年
前
、
突
然
の
ご
指
名
に
よ
り

廿
日
市
市
育
成
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
自
粛
の
中
で
右
も
左

も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
今
大
会
の
実
行
委
員

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
「
つ
な
が
ろ

う　

ひ
ろ
げ
よ
う　

手
と
手
を
つ
な
ぐ
〝
絆
〟

の
輪
を
‼
」
は
、
私
自
身
が
地
理
的
不
利
な

地
域
で
障
害
の
あ
る
娘
を
育
て
て
い
く
中
、

人
や
事
業
所
、
地
域
や
行
政
と
の
つ
な
が

り
や
絆
に
強
く
助
け
ら
れ
た
経
験
を
基
に
、

「
こ
の
思
い
を
皆
と
分
か
ち
合
い
た
い
」
と

の
思
い
で
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
回
廿
日
市
市
で
大
会
を
開
催
し
た
18

年
前
、
国
連
で
障
害
者
権
利
条
約
が
採
択

さ
れ
、
そ
の
後
の
国
内
法
や
各
自
治
体
の

条
例
整
備
な
ど
に
よ
り
、
障
害
が
あ
っ
て

も
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
に
近
づ
き

つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
障

害
へ
の
理
解
は
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
福
祉
の
原
点
で
あ
る

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
〝
絆
〟
を
再
認
識
す
る

大
会
と
な
る
よ
う
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
大
会
は
、
近
年
頻
発
す
る
災
害
時

に
、
自
助
・
共
助
・
公
助
を
お
互
い
の
〝
絆
〟

で
機
能
さ
せ
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、

書
家
の
金
澤
祥
子
さ
ん
の
お
母
様
に
よ
る

講
演
会
の
２
部
構
成
で
行
う
フ
ル
開
催
と

な
り
ま
す
。

　

本
人
、
支
援
者
、
家
族
が
共
に
楽
し
み

絆
を
深
め
る
大
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
廿
日
市
市
へ
の
お
越
し
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
大
会
を
開
催
す
る
に
当
た

り
、
廿
日
市
市
、
大
竹
市
を
は
じ
め
と
す

る
各
団
体
・
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令和6年10月1日（１）

皆
みんな

で学
まな

び、楽
たの

しみましょう
はつらつ大

たい

会
かい

現
げん

地
ち

実
じっ

行
こう

委
いいんちょう

員長　宮
みや

田
た

　陽
よう

子
こ

（廿
は つ か い ち し て

日市市手をつなぐ育
いく

成
せい

会
かい

　さくらんぼの会
かい

会
かいちょう

長）

皆
みな

さん、こんにちは。11月
がつ

17日
にち

に第
だい

22回
かい

はつらつ大
たい

会
かい

廿
は つ か い ち

日市・大
おお

竹
たけ

大
たい

会
かい

を開
かい

催
さい

します。

今
こ

年
とし

のスローガンは「人
ひと

との出
で

会
あ

いを大
たい

切
せつ

に絆
きずな

を深
ふか

め

よう」です。

午
ごぜんちゅう

前中は「防
ぼう

災
さい

について」の勉
べんきょうかい

強会があります。私
わたし

たちも、いつ、どのような災
さい

害
がい

にあうかもしれません。仲
なか

間
ま

の体
たい

験
けん

談
だん

の発
はっぴょう

表を聞
き

き、防
ぼう

災
さい

グッズを選
えら

んで、皆
みな

さ

んと一
いっ

緒
しょ

に勉
べんきょう

強しましょう。

午
ご ご

後からは３グループに分
わ

かれます。行
ぎょうせい

政との話
はな

し合
あ

い、バルーンアーチェリー

体
たい

験
けん

、けん玉
だま

体
たい

験
けん

です。その後
あと

には音
おんがく

楽鑑
かんしょう

賞もあります。

皆
みな

さんとの出
で

会
あ

いを大
たい

切
せつ

に、大
おお

いに絆
きずな

を深
ふか

められるような大
たい

会
かい

にしましょう。

たくさんの皆
みな

さんに出
で

会
あ

えることを、楽
たの

しみにしています。



（２）令和6年10月1日

　

第
49
回
広
島
県
知
的
障
害
者
福
祉
大
会

並
び
に
第
22
回
は
つ
ら
つ
大
会
を
、
日
本

三
景
の
一
つ
で
あ
り
世
界
文
化
遺
産
の
厳

島
神
社
が
あ
る
廿
日
市
市
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
度
の
県
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
、
「
つ
な
が
ろ
う　

ひ
ろ
げ
よ
う　

手

と
手
を
つ
な
ぐ
〝
絆
〟
の
輪
を
‼
」
。
廿
日

市
、
お
お
の
、
大
竹
の
広
島
西
圏
域
の
育

成
会
の
皆
様
の
共
催
で
、
ま
さ
に
手
を
つ

な
い
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

書
家
の
金
澤
翔
子
様
の
お
母
様
で
あ
る

金
澤
泰
子
様
に
「
ダ
ウ
ン
症
の
娘
と
共
に

生
き
て
」
の
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
後
「
〝
絆
〟
が
救
う
い
の

ち
～
災
害
に
つ
い
て
学
び
、
考
え
、
つ
な
が

ろ
う
～
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

広
島
西
圏
域
の
皆
様
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、

実
際
起
こ
っ
た
体
験
か
ら
学
び
を
深
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
８
月
に
宮
崎
沖
で

発
生
し
た
地
震
で
、
初
の
「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
」
の
注
意
が
1
週
間
程
度
継
続

し
、
心
配
さ
れ
た
方
も
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
い
つ
か
起
き
る
で
あ
ろ
う
大
地
震

に
し
っ
か
り
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
本
人
大
会
で
も
、
災
害
に
つ
い

て
の
勉
強
会
や
行
政
と
の
話
し
合
い
の
他

に
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
や
け

ん
玉
体
験
な
ど
を
通
し
て
楽
し
く
実
の
あ

る
交
流
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
本
人
の
皆
様
が
決
議
文
を

一
生
懸
命
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
「
私
た
ち
の

こ
と
を
私
た
ち
抜
き
で
決
め
な
い
で
く
だ

さ
い
」
の
と
お
り
、
本
人
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、
今
後
も
各
支
部
で
本
人
支
援
が
活

発
に
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
本
大
会
の
開

催
を
と
お
し
て
、
ま
す
ま
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
輪
が
拡
が
り
、
絆
が
深
ま
っ
て
い
き

ま
す
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

「
お
お
の
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
は
、

「
我
が
子
が
こ
れ
か
ら
安
心
で
き
る
生
活
、

認
め
ら
れ
た
生
き
方
が
で
き
る
こ
と
」
を
目

指
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
に

大
野
町
と
廿
日
市
市
の
合
併
を
機
に
「
大

野
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
か
ら
今
の
名

称
に
変
更
し
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
は
９

名
（
世
帯
）
で
す
。
設
立
当
初
か
ら
行
政
と

の
関
わ
り
、
地
域
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

交
流
を
大
切
に
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
前
は
定
例

に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
流
行

に
よ
り
地
域
内
の
行
事
も
中
止
、
休
止
と

な
り
会
の
活
動
も
自
粛
し
ま
し
た
。
現
在

も
万
が
一
の
感
染
に
よ
る
本
人
と
の
接
触

制
限
、
重
度
化
を
避
け
て
全
体
の
集
合
、

懇
談
を
控
え
て
い
る
状
況
で
す
。
最
近
で

は
、
４
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
「
大
野
福

祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
参
加
し
て
障
害

者
に
関
係
す
る
情
報
提
供
、
相
談
窓
口
の

案
内
、
住
民
へ
の
障
害
者
の
理
解
促
進
を

図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
、
第
49
回
広
島
県
知
的
障

害
者
福
祉
大
会
廿
日
市
・
大
竹
大
会
、
第

22
回
は
つ
ら
つ
大
会
（
本
人
大
会
）
廿
日

市
・
大
竹
大
会
開
催
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
障
害
の
あ
る
人
が
「
安
心
し

て
生
活
で
き
る
、
認
め
ら
れ
た
生
き
方
が

で
き
る
」
た
め
の
新
し
い
「
絆
」
が
で

き
、
そ
れ
が
「
よ
り
強
く
、
太
く
」
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

今
大
会
は
世
界
文
化
遺
産
「
厳
島
（
い

つ
く
し
ま
）
」
の
懐
に
抱
か
れ
る
西
部
圏

域
で
の
開
催
で
す
。
廿
日
市
・
お
お
の
・

大
竹
三
支
部
が
初
め
て
合
流
し
互
い
に
い

い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
思
い
を
一
つ
に
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
つ
な
が
ろ
う　

ひ

ろ
げ
よ
う　

手
と
手
を
つ
な
ぐ
〝
絆
〟
の
輪

を
‼
」
私
た
ち
は
、
頻
発
す
る
自
然
災
害

が
今
や
他
人
ご
と
で
は
な
い
と
い
う
危
機

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
は
、
ど
の
様
な

事
態
を
想
定
し
、
自
分
と
大
切
な
人
の
命

と
心
を
ど
う
守
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

一
般
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

『
災
害
』
そ
の
も
の
の
情
報
や
、
被
災
の

体
験
談
、
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
子
ど
も

の
母
の
思
い
を
聴
き
、
支
援
が
必
要
な
人

に
と
っ
て
の
安
心
・
安
全
を
考
え
ま
す
。

講
演
会
で
は
、
あ
の
金
澤
泰
子
さ
ん
が
一

人
の
母
と
し
て
語
り
、
大
会
に
希
望
の
華

を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
は
つ
ら
つ
大

会
も
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
17
日
、
宮
島
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
ふ
り
そ
そ
ぐ
大
会
へ
の
ご
来
場
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
く
だ

さ
る
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

圏
域
で
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

お
お
の
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
に
つ
い
て

大
会
開
催
に
当
た
っ
て



第49回広島県知的障害者福祉大会　廿日市･大竹大会
第22回はつらつ大会（本人大会）　廿日市･大竹大会

12:40
はつらつ大会

たいかい

（本人
ほんにん

大会
たいかい

）

9:30 10:00 10:30 11:40

受
うけ

付
つけ

 昼食
ちゅうしょく

休
きゅうけい

憩

13:40 13:50 14:50 15:00 15:30

き
ゅ
う
け
い

き
ゅ
う
け
い

閉会式
へいかいしき

大会決議
たいかいけつぎ

Ａグループ

行政
ぎょうせい

との話
はな

し合
あ

い 音楽鑑賞
おんがくかんしょう

●ピアノ演奏
えんそう

●廿日市吹奏楽
はつかいちすいそうがく

　教室
きょうしつ

の演奏
えんそう

勉強会
べんきょうかい

災害
さいがい

 について

　●体験発表
たいけんはっぴょう

　●防災
ぼうさい

グッズを入
い

れてみよう

　●行政
ぎょうせい

の人
ひと

からのアドバイス

Ｂグループ

ﾊﾞﾙｰﾝｱｰﾁｪﾘｰ体験
たいけん

開会式
かいかいしき

くさのみ作業所
さぎょうしょ

和太鼓
わだいこ

クラブ

 「情熱」演奏
　じょうねつ　えんそう Ｃグループ

けん玉
だま

体験
たいけん

など

12:30
一般大会

9:30 10:00 10:45 11:40 13:4013:30 15:00 15:30

シンポジウム

“絆”が救ういのち
開会式受付

閉会式

大会決議

昼食

休憩

金澤泰子さん講演会

「ダウン症の娘と共に生きて」

【趣旨】

　国連で障害者権利条約が採択された平成18年（2006年）から18年が経過し、障害者を取り巻く環境も国

内法の整備と様々な改正により、制度の改善が進められサービスの充実やその選択の幅も広がりました。

　しかし、30年間もの長いデフレ期間から脱却しつつあるとは言え、物価や燃料の高騰、地域間格差の拡

大など、障害者の生活環境はまだまだ厳しさを増しています。

　ネット社会が進み、必要な情報の入手や手続きも簡単にできる時代となりましたが、だからこそ福祉の

原点である人と人とをつなぐ“絆”の重要性を再認識し、行政・医療・福祉や市町を超えた心通うネット

ワークの構築をこれまで以上に進める必要があります。

　この大会は、自治体の枠を超えた障害者の様々な現状を語り合い共有することで、SDGsが掲げる「誰ひ

とり取り残さない」社会に近づけるよう、暮らしにくさを抱える全ての人たちを地域で支え、お互いの力

を高め合うための大会とします。また、本人たちによる本人たちのための大会を開催し、障害者本人の主

体性を尊重するとともにつながりひろがる活動の充実を図ります。

　この大会を通じて、市民の皆さんに育成会活動をもっと知っていただける機会となることを願っています。

【一般大会　シンポジウム】

テーマ　　“絆”が救ういのち　～ 災害について学び、考え、つながろう ～

基調報告　「広島県への南海トラフ地震の被害想定について」

　　　　　廿日市市危機管理担当部長　　吉見　圭一 氏

コーディネーター　　　社会福祉法人くさのみ福祉会理事長    　川本　義弘　  氏　　

シンポジスト　　　　　廿日市市健康福祉部長　　　　　　　　　向井　政人　  氏

　　　　　　　　　　　串戸地区自治協議会・自主防災会会長　　梶川　  誠    氏

　　　　　　　　　　　広島県立廿日市特別支援学校PTA　　 　　新谷　ゆみこ　氏　

　　　　　　　　　　　大竹市手をつなぐ育成会　            　浜本　かずみ　氏　

【講演】　

　〔講　師〕金澤　泰子さん（金澤 翔子さん同伴）　

　〔演　題〕「ダウン症の娘と共に生きて」

【参加について】

　　事前申し込みは終了しています。当日参加は可能です。

　　　一般大会　　　１０００円　（資料のみ・弁当なし）

　　　はつらつ大会　　７００円　（資料のみ・弁当なし）

〒738-8509　廿日市市下平良一丁目11番1号　電話（0829）20-0111

●　一般大会会場　 　　　　　　　　　　　ウッドワンさくらぴあ 大ホール

●　はつらつ大会（本人大会）メイン会場　 ウッドワンさくらぴあ 小ホール

　　　　　　　　　　　　　　分科会会場　 リハーサル室、会議室他

【テーマ】

　メインテーマ　「つながろう　ひろげよう　手と手をつなぐ“絆”の輪を！！」
　　〇　一般大会　「心通うネットワークの構築を目指して」

　　〇　はつらつ大会（本人大会）　「人との出会いを大切に　絆を深めよう」

令和6年10月1日（３）

【場所】



（４）令和6年10月1日

【趣旨】

　国連で障害者権利条約が採択された平成18年（2006年）から18年が経過し、障害者を取り巻く環境も国

内法の整備と様々な改正により、制度の改善が進められサービスの充実やその選択の幅も広がりました。

　しかし、30年間もの長いデフレ期間から脱却しつつあるとは言え、物価や燃料の高騰、地域間格差の拡

大など、障害者の生活環境はまだまだ厳しさを増しています。

　ネット社会が進み、必要な情報の入手や手続きも簡単にできる時代となりましたが、だからこそ福祉の

原点である人と人とをつなぐ“絆”の重要性を再認識し、行政・医療・福祉や市町を超えた心通うネット

ワークの構築をこれまで以上に進める必要があります。

　この大会は、自治体の枠を超えた障害者の様々な現状を語り合い共有することで、SDGsが掲げる「誰ひ

とり取り残さない」社会に近づけるよう、暮らしにくさを抱える全ての人たちを地域で支え、お互いの力

を高め合うための大会とします。また、本人たちによる本人たちのための大会を開催し、障害者本人の主

体性を尊重するとともにつながりひろがる活動の充実を図ります。

　この大会を通じて、市民の皆さんに育成会活動をもっと知っていただける機会となることを願っています。

【一般大会　シンポジウム】

テーマ　　“絆”が救ういのち　～ 災害について学び、考え、つながろう ～

基調報告　「広島県への南海トラフ地震の被害想定について」

　　　　　廿日市市危機管理担当部長　　吉見　圭一 氏

コーディネーター　　　社会福祉法人くさのみ福祉会理事長    　川本　義弘　  氏　　

シンポジスト　　　　　廿日市市健康福祉部長　　　　　　　　　向井　政人　  氏

　　　　　　　　　　　串戸地区自治協議会・自主防災会会長　　梶川　  誠    氏

　　　　　　　　　　　広島県立廿日市特別支援学校PTA　　 　　新谷　ゆみこ　氏　

　　　　　　　　　　　大竹市手をつなぐ育成会　            　浜本　かずみ　氏　

【講演】　

　〔講　師〕金澤　泰子さん（金澤 翔子さん同伴）　

　〔演　題〕「ダウン症の娘と共に生きて」

【参加について】

　　事前申し込みは終了しています。当日参加は可能です。

　　　一般大会　　　１０００円　（資料のみ・弁当なし）

　　　はつらつ大会　　７００円　（資料のみ・弁当なし）

　

大
野
地
域
に
は
生
活
介
護
・
就

労
継
続
Ｂ
型
事
業
所
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ

と
レ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ア
ダ

ー
ジ
ョ
の
中
に
「
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
ア
ダ
ー
ジ
ョ
支
部
」
を
令
和
元
年

に
立
ち
上
げ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ア
ダ
ー
ジ
ョ
に
は
、
お
お
の
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
の
メ
ン
バ
ー
も
通
所
し

て
い
ま
す
。
仕
事
は
カ
キ
の
殻
通

し
、
段
ボ
ー
ル
回
収
、
リ
サ
イ
ク
ル

品
の
回
収
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ア
ル

ミ
缶
）
、
パ
ン
作
り
と
販
売
、
内
職

作
業
や
畑
作
業
な
ど
そ
の
人
に
あ
っ
た
作
業
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り

ま
す
。
他
に
は
カ
ラ
オ
ケ
・
創
作
活
動
な
ど
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
年
間
行
事
の
花
見
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

な
ど
の
季
節
イ
ベ
ン
ト
、
日
帰
り
旅
行
や
食
事
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
楽
し
み
な
皆
さ
ん
で
す
。

　

見
学
の
人
に
「
楽
し
そ
う
、
の
び
の
び
自
由
な
感
じ
」
と
言
っ

て
も
ら
え
ま
す
。

　

実
際
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
楽
し
く
仲
良

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
ア
ダ
ー
ジ
ョ
支
部
紹
介

　

「
廿
日
市
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
は
、
昭
和
53
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
心
身
に
障
害
が
あ
る
人
た
ち
が
、
地
域
の
一
員
と
し
て

豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
会
員
が
共
に
協
力
し
合
い

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
毎
月
の
定
例
会
、
勉
強
会
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
見
学
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
で
す
。
あ
い
プ

ラ
ザ
ま
つ
り
や
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
や
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
、
災
害

時
の
障
害
者
支
援
、
親
亡
き
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
等
、
様
々
な
勉

強
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
い
会
員
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
現
在
は
５

グ
ル
ー
プ
に
増
え
、
色
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
料
理
、
陶

芸
、
版
画
、
さ
を
り
織
り
、
ガ
イ
ド
さ
ん
と
お
出
か
け
、
本
人
活

動
・
話
し
合
い
、
学
習
会
、
お
茶
会
な
ど
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
定
例
会
は
じ
め
様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
五
類
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
会
が
で
き
て
46
年
た
ち
、
会
員
の
高
齢
化
、
学
齢
期
の

会
員
の
減
少
と
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
色
々
な
機
会
を
利
用
し
て
、

育
成
会
を
知
っ
て
も
ら
い
、
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
廿
日
市
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
の
活
動

金澤泰子さん

<プロフィール>
書家。随筆家。
ダウン症の書家として知ら
れる金澤翔子さんの母。



令和6年10月1日（５）

　

「
廿
日
市
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
」
を
紹
介

し
ま
す
。
今
か
ら
18
年
前
の
２
０
０
６
年

に
、
廿
日
市
市
で
県
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
大
会
を
き
っ
か
け
に
、
本
人
の

会
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
」
の
名
前
は
、
み

ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め
ま
し
た
。
廿
日

市
市
の
花
「
さ
く
ら
」
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
実
を
つ
け
て
い
こ
う
と

決
め
ま
し
た
。

　

最
初
は
４
人
で
始
め
て
、
現
在
は
５
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
主

に
毎
月
第
三
土
曜
日
に
あ
い
プ
ラ
ザ
で
定

例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
話
し
合
い
を
し

た
り
、
公
共
の
乗
り
物
を
使
っ
て
宮
島

や
、
呉
の
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
、
マ
リ

ー
ナ
ホ
ッ
プ
に
行
っ
た
り
、
マ
ツ
ダ
ス
タ

ジ
ア
ム
見
学
ツ
ア
ー
に
も
行
き
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
や
、
カ
ラ
オ
ケ
は
、
み
ん

な
大
好
き
で
す
。

　

ま
た
、
は
つ
ら
つ
大
会
・
す
ま
い
る
大
会

（
中
・
四
国
大
会
）
参
加
、
本
人
相
談
会
＆

本
人
交
流
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
私
は
、
「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
」
の
代

表
と
し
て
県
の
本
人
部
会
「
は
つ
ら
つ
友

の
会
」
に
出
席
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
に
は
、
「
本
人
に
よ
る
本

人
の
た
め
の
相
談
会
」
が
廿
日
市
で
あ
り

ま
し
た
。
当
日
は
、
た
ま
た
ま
「
ひ
ろ
し

ま
全
国
男
子
駅
伝
」
が
あ
っ
て
、
目
の
前

で
選
手
た
ち
が
走
る
の
が
見
れ
て
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
に
は
、
廿
日
市
が
「
は
つ

ら
つ
交
流
会
」
を
担
当
し
ま
し
た
。
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
宮
島
散
策
や
、
宮

島
水
族
館
見
学
、
も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
焼

き
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
ず
っ
と
い
ろ
い
ろ

な
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
５
類
に
な
り
、
少
し
ず
つ
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。

廿
日
市
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会 

「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
」
の
紹
介

さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
代
表
　
宮
田 

陽
子

　

広
島
県
の
『
住
み
や
す
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
～
大
竹
市
～
』
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

大
竹
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
活
動

は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
住
み
や
す
さ
を
将

来
に
つ
な
ぐ
た
め
の
活
動
で
す
。

　

正
会
員
数
26
名
、
本
人

を
支
え
る
家
族
も
高
齢
化

し
て
、
お
楽
し
み
行
事
へ

の
参
加
が
難
し
い
方
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
育
成
会
の
市
民
活
動

は
、
大
竹
市
地
域
自
立
支

援
協
議
会
へ
の
参
加
等
で

活
性
化
し
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
自
立
支
援
協

議
会
下
部
組
織
の
地
域
生

活
部
会
を
作
り
、
月
１
回

当
事
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
、
福
祉
事
業
者
、
市

職
員
、
市
議
会
議
員
さ
ん

が
集
い
、
困
り
ご
と
の
相

談
や
情
報
交
換
を
行
い
、

知
恵
を
出
し
合
い
物
事
を

解
決
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
自
立
支
援
協
議
会
開
催
時
に
は
、
部

会
の
希
望
者
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
部
会
に
参
加
さ
れ
て
い

る
皆
様
と
は
互
い
に
必
要
な
い
い
関
係
づ

く
り
で
き
て
お
り
、
今
後
も
地
域
生
活
支

援
拠
点
の
整
備
、
個
別
支
援
と
両
立
す
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
、
災
害
時
の
対
策

な
ど
の
課
題
を
共
有
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
竹
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
と
し
て
活

動
す
る
う
え
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
周
り
の
皆
様
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き

感
謝
し
な
が
ら
い
つ
も
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
お
蔭
様
で
中
四

国
大
会
や
又
村
常
務
理
事

の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
社
協
の

ご
協
力
で
リ
モ
ー
ト
参
加

が
可
能
に
な
り
、
ス
ク
リ

ー
ン
を
使
っ
て
皆
様
と
視

聴
し
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス

会
で
は
市
長
始
め
、
県

議
・
市
議
の
皆
さ
ん
、
福

祉
課
、
民
生
委
員
児
童
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、

日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
方
々
と
一
緒
に
楽
し

く
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

繋
が
り
続
け
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
は
受
け
身
で

は
済
ま
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

常
に
学
び
、
発
信
し
続
け

る
こ
と
で
、
必
要
と
さ
れ

る
育
成
会
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
歴
代
の
会
長
が
大
切
に
育
て
て
く
だ

さ
っ
た
人
間
関
係
の
上
に
今
の
育
成
会
が

あ
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
大
竹
ら
し

く
活
動
し
、
「
と
も
に
生
き
る
社
会
」
に

向
か
っ
て
駒
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
で
踊
る
仲
間
た
ち
の
写
真

を
添
え
ま
す
。

大
竹
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
活
動
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プランは２つあります　　Aプラン（12,000円），Bプラン（18,000円）／年間

補償内容　（Bプランの場合　　年間掛金　18,000円）

①入院保険　　　　　　病気やケガで入院したときの補償

②傷害保険　　　　　　本人の傷害（ケガ）の補償

③他人への損害賠償金　他人への損害賠償

☎お気軽にお電話
ください。

詳しい資料のご請求、お問い合わせは下記までどうぞ。
≪共済事務局≫　一般社団法人　広島県手をつなぐ育成会
　　　　電話　082-537-1773　　　　FAX　082-225-7555
≪保険委託引受会社≫　AIG保険会社　広島支店
　　　　担当　ジェイアイシーウエスト広島株式会社
　　　　電話　082-511-7025　　　　FAX　082-511-7026

・付添看護保険料　　　1日に付き
・差額ベッド費用　　　1日に付き
・入院諸費用　　　　　1日に付き
・入院一時金　　　　　1入院に付き
・ケガによる入院　　　1日に付き
・ケガによる手術
・ケガによる通院　　　1日に付き
・ケガによる後遺障害
・ケガによる死亡
・対人・対物　1事故他人への損害賠償金

入院保険

傷害保険

5,000～8,000円
3,000円
1,000円
5,000円
3,000円

15,000・30,000円
1,000円

8万～200万円
200万円

5,000万円

までの実費

　　　
（180日限度）

（90日限度）
　　　

　限度　（自己負担なし）

互助制度（旧付添看護料共済）互助制度（旧付添看護料共済） 広島県手をつなぐ育成会
会員限定の保険です

●知的障害のある方対象
●特別な審査は不要

　以前は大竹青年教室（本人部会）と言っていましたが、『横文字にすると

カッコイイかなぁ～？』とＮＡＫＡＭＡ会に名称を変えて10年がたちます。

　コロナウイルス感染症の状況によっては活動中止にする場合もありました

が、大好きな町、大竹で生活する力をつけるために、年度末にはみんなで来

年度やりたいことを話し合って、料理に挑戦したり福祉の勉強、みんな大好

きなボウリングをしたりするなど、楽しく活動しています。

　一人一人が主体的に行動できるよう会員どうしが意見を出し合ったり、人の思いを聞いたりして、自分た

ちを取り巻く生活の改善に取り組んでいくことも課題です。活動では、いつもボランティアの方々に協力し

ていただいています。

大竹ＮＡＫＡＭＡ会活動紹介

ＮＡＫＡＭＡ会

楽しく活動しています。

キャベツたっぷりのお

好み焼き、みんなで食

べると美味しいね！

すまいる大会（中国・

四国大会）にリモート

参加
ストライクが出る

と歓声が上がり、

ハイタッチ!!

「おおたけ手すき和紙

の里」の方の指導のも

と、手すき和紙のハガ

キ作りに挑戦！


